
初

期

須

恵

器

窯

の

系

譜

に

つ

い

て

大

蓮

寺

窯

跡

を

中

心

に

し

て

植

野

浩

三

 

は

じ

め

に

日
本
に
お
け
る
初
期
須
恵
器
の
窯
跡

は
、
近
年
各
地
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
か

つ
て
初
期
須
恵
器
の
窯
跡
は
、
陶
邑
古
窯
趾
群

(以
下
陶
邑
窯
と
す
る
)

・
一
須

賀
窯
跡
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
田
辺
昭
三
氏
は

「
日
本
で
須
恵
器
生
産

が
開
始
さ
れ
た
と
き
か
ら
、
地
方
窯
が
成
立
す
る
ま
で
の
最
初
の
数
十
年
間
、
須

恵
器
は
陶
邑
と
そ
の
周
辺
か
ら
、

一
元
的
に
供
給
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で

　
ユ
　

き
る
」
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
調
査
が
進
展
し
て
い
く
な
か
で
、
数
多
く

の
初
期
須
恵
器
の
段
階
の
地
方
の
窯
跡
が
発
見
さ
れ

(図

一
)
、
矛
盾
が
生
じ
て

き
た
の
で
あ
る
。

そ
の
矛
盾
点
は
、
第

一
に
地
方
窯
成
立
の
時
期
が
さ
か
の
ぼ
る
点

で
あ
る
。
第

二
に
は
、
北
部
九
州

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
陶
邑
窯
と
は
異
系
譜
と
考
え
ら
れ
る

窯
跡
の
存
在
が
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
地
方
窯

の

成
立
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
全

て
が
陶
邑
窯
を
経
由
す
る
こ
と
な
く
、
朝
鮮
半

島
か
ら
直
接
的
に
渡
来
し
た
工
人
に
よ
っ
て
生
産
が
開
始
さ
れ
、
日
本
に
お
け
る

須
恵
器
生
産
が

「
多
元
的
」
に
行
わ
れ
た
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る

「
多
元
論
」
の
提

唱
が
行
わ
れ
た
。

筆
者
は
か

つ
て
、

「初
期
須
恵
器
窯
の
解
釈
を
め
ぐ

っ
て
」
と
題
し
て
、

こ
の

「
多
元
論
」
の
整
理
を
行
い
、
陶
邑
窯
と
系
譜
を
異
に
す
る
と

い
わ
れ
て
い
た
窯

　　
　

跡
の
検
討
を
行

っ
た
。
そ
れ
は
、
各
報
告
者
が
系
譜
の
違

い
の
根
拠
と
し
て
強
調

し
て
い
る
陶
邑
窯
と
の
相
違
点

に
つ
い
て
、
逆
に
共
通
点
を
重
視
す
る
必
要
性
を

述
べ
、
陶
邑
窯
内
で
の
型
式
変
遷
の
範
囲
で
把
握
出
来
る
点
を
指
摘
し
、
必
ず
し

も
北
部
九
州
を
除
く
他
の

一
群
は
、
陶
邑
窯
と
異
系
譜
と
は
断
定
出
来
な
い
と
言

う
も
の
で
あ
り
、
陶
邑
窯
か
ら
の
影
響
を
再
考
す
る
必
要
性
を
説
い
た
。
特
に
こ

こ
で
は
、
愛
知
県
東
山

一
=

号
窯
跡
、
東
山
一
二

八
l
I

(四
八
)
号
窯
跡
を

例
に
あ
げ
比
較
検
討
を
行

っ
た
が
、
他

の
窯
跡
に
つ
い
て
は
十
分
な
検
討
を
行
う

余
裕
が
な
か

っ
た
。
従

っ
て
、
小
稿

で
は
、
同
様
な
点
に

つ
い
て
、
宮
城
県
大
蓮

寺
窯
跡
に
焦
点
を
当
て
て
、
系
譜
の
問
題
を
再
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

尚
、
小
稿
で
使
用
す
る
初
期
須
恵
器
の
名
称
、
お
よ
び

「多
元
論
」
の
現
状

・
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三郎池西窯跡

宮山窯跡

居屋敷窯跡

隈 ・西小田地

八並窯跡

小隈窯跡

山隈窯跡

大蓮 寺窯跡

城 山2・3号 窯跡

東山111号 窯跡

東山218-1号 窯跡

吹田32号 窯跡
一多頁賀2号 窯髭亦

陶 邑古 窯跡群

出合遺跡

4

ノ

図1初 期須恵器窯跡の分布

問
題
点
な
ど
の
詳
細
は
、
前
稿
に
記
し
て
い
る
。
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

一
、
宮
城
県
大
蓮
寺
窯
跡
の
概
要

大
蓮
寺
窯
跡
は
宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
東
仙
台
六
丁
目

=
二
番
地
に
所
在
し

て
い
る
。
仙
台
市
市
街
地
北
部
に
東
西
に
広
が

っ
た
丘
陵

の
南
側

の
小
支
丘
上
に

存
在
し
、
緩
傾
斜

の
丘
陵
の
先
端
部
に
焚
口
を
南
東

に
む
け
て
構
築
さ
れ
て
お
り
、

丘
陵
下
は
緩
や
か
に
下

っ
て
平
野
部
に
連
結
す
る
。
こ
の
付
近
は
、
広
く
台
の
原

.

小
田
原
窯
跡
群
と
総
称
さ
れ
、
八

・
九
世
紀
を
中
心
と
し
た
須
恵
器

・
瓦
の
生
産

地
帯
で
あ
り
、
陸
奥
国
分
寺

・
同
尼
寺
な
ら
び
に
多
賀
城
等
の
須
恵
器

・
瓦
の
生

産
地
と
し
て
解
釈
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

窯
跡
は
半
地
下
式
の
可
能
性
を
も
つ
窪
窯
で
、
焚
口

・
燃
焼
部

・
煙
道
部
は
す

で
に
削
平
さ
れ
、
焼
成
部
の
み
が
遺
存
し
て
い
た
。
燃
焼
部
の
形
態
は
、
直
線
的

で
部
分
的
に
わ
ず
か
に
張
り
出
し
部
が
あ
る
。
残
存
長
四
m
、
幅

一
・
四
五
～

一
.

六
五
、
深
さ
○

・
四
m
を
測
る
。

出
土
遺
物
と
し
て
は
、
無
蓋
高
杯

・
腿

・
把
手
付
椀

・
壷

・
甕

・
器
台
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
大
部
分
が
甕

・
壷

の
破
片
で
あ

っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
完
形

品
の
鬼
四
点
と
無
蓋
高
杯

の
杯
部

一
点
は
、
以
前
に
同
所
よ
り
採
集
さ
れ
て
お
り
、

大
蓮
寺
窯
跡

の
製
品
と
し
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
出
土

遺
物
の
大
半
は
、
焼
成
不
良
の
も
の
が
多
く
、
製
品

の
下
半
分
が
榿
色
に
な

っ
て

い
る
も
の
や
、
全
体
に
赤
色
に
仕
上
が

っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
破
片
の
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断
面
は
、
内
部
が
淡
灰
色
、
外
部

(内
外
面
)
が
榿
色

に
な

っ
て
お
り
、

須
恵
器
と
逆
に
な

っ
て
い
る
の
が
特
徴

で
あ
る
。

通
有
の

大
蓮
寺
窯
跡
の
須
恵
器
の
概
要
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

無
蓋
高
杯

杯
部
と
脚
部
の
破
片
が
あ
る
。
杯
部
は

(図
ニ
ー
五
)
体
部
か

ら
底
部
に
か
け
て
丸
み
を
も
ち
、
体
部
上
半
が
や
や
直
線
的

に
な

っ
て
口
縁
部
に

つ
な
が
る
。
口
縁
部
は
か
る
く
外
反
し
、
端
部
は
丸
く
お
さ
め
る
。
体
部
中
央
に

は
、
二
本
の
太
く
丸

い
突
線
で
区
画
し
た
中
に
波
状
文
を
巡
ら
す
が
、
波
状
文
は

完
全
で
は
な
く
、
上
下
端

の
み
明
瞭
に
残
る
。
こ
の
文
様
帯
を
ま
た
ぐ
形
で
断
面

円
形
の
把
手
が
付
く
。
底
部
は
丁
寧
な
回
転

ヘ
ラ
削
り
を
施
す
。
五
の
透
し
は
三

方
で
あ
る
。
脚
部
は

(図
ニ
ー
六
)

「
八
」
の
字
形
に
低
く
開
く
安
定

の
よ
い
も

の
で
、
五
と
は
異
な
り
四
方
透
し
を
配
す
る
。
脚
部
端
部
は
太
く
丸
く
仕
上
げ
て

お
り
、
端
部
と
の
境
界
に
浅
い
凹
線
が
入
る
。

醒

出
土
し
た
口
縁
部

の
破
片
の
他
に
、
四
点
の
良
好
な
資
料
が
あ
り
、

い

ず
れ
も
共
通
し
た
特
徴
を
有
す
る
。

(
図
二
ー

一
～
四
)
。
口
頸
部
は
、
逆

「八
」

の
字
形
に
開
き
、
口
縁
部
と
の
境

に
は
丸
く
太
い
稜
線
を
付
け
る
も
の
と
、
稜
線

を
シ
ャ
ー
プ
に
仕
上
げ
る
も
の
と
が
あ
る

(
一
)
。
口
縁
部
は
や
や
内
湾
し
て
外

方

に
開
き
、
端
部
は
外
方
に

つ
ま
ん
で
凹
ま
せ
て
い
る
が
、
幾
分
太
く
す
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。

口
縁
部
外
面
に
は

一
条
の
波
状
文
を
巡
ら
す
。
体
部
は
最
大
径

が
胴
部
の
ほ
ぼ
中
央
部
か
や
や
上
方

に
あ
る
、
算
盤
玉
に
近
い
形
態
で
あ
る
。

一

の
み
は
肩
部
に
櫛
描
直
線
文

・
波
状
文

を
巡
ら
す
が
、
他
の
も
の
に
は
な
い
。
体

部
中
央
部

に
ヘ
ラ
削
り
を
施
す
も
の
が
あ
り

(
一
・
二

・
四
)
、
下
半
か
ら
底
部

は
不
定
方
向

の
ヘ
ラ
削
り
に
よ

っ
て
仕
上
げ
て
い
る
。
器
壁
は

一
応
に
厚
手
で
あ

る
。把

手
付
椀

膨
ら
み
を
も

つ
体
部
に
、
内
湾
し
て
延
び
る
口
縁
部
を
付
け
て

い
る

(図
二
ー
七
)
。

口
縁
端
部
は
外
方
に
向
き
、
丸
く
厚
め
に
仕
上
げ
る
。
体

部
に
は
、
上
方

に
二
本
、
下
方

に

一
本
の
凹
線
を
入
れ
、
そ
の
中
に
波
状
文
を
巡

ら
し
て
い
る
α
底
部
付
近
は
不
定
方
向
の
ヘ
ラ
削
り
を
施
す
。
把
手
が
付
く
が
形

状
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
内
面
下
方
に
は
少
範
囲
に
横
方
向
の
磨
き
の
痕
跡
を

残
す
。
色
調
は
赤
褐
色

で
あ
る
。

壷

逆

「八
」

の
字
形

に
短
く
延
び
る
口
頸
部
に
、
肩
の
張
る
体
部
を
付
け

る
。
口
頸
部
の
中
央
部
に
は
太
く
て
丸

い
突
線
を

一
条
巡
ら
す
。

口
縁
端
部
は
面

を
も
た
せ
る
が
、
中
央
部
が
く
ぼ
ん
で
い
る
。
体
部
外
面
は
平
行
叩
き
目
を
残
し
、

内
面
は
丁
寧
に
す
り
消
し
て
い
る

(図
ニ
ー

一
一
)
。

甕

小
片
の
た
め
全
容
は

つ
か
め
な
い
が
、
口
頸
部
は
い
ず
れ
も
外
反
し
て

延
び

(図
ニ
ー
八
～

一
〇
)
、
八
の
み
が
さ
ら
に
強
く
外
方

に
折
れ
る
。

口
縁
部

の
下
に
は

一
条
の
凸
帯
を
付
け
、
そ
の
下

に
波
状
文
を
巡
ら
す
。

一
〇
は
さ
ら
に

櫛
描
直
線
文
を
付
け
る
。
ま
た
、
本
稿

で
は
掲
載
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
下
方

に

も

一
条
の
凸
帯
を
付
け
、
そ
の
下
方
に
波
状
文
を
巡
ら
す
例
も
あ
る
。
凸
帯
は
太

い
が
、
や
や
シ
ャ
ー
プ
に
仕
上
げ
る
も
の
と
、
太
く
鈍

い
も
の
の
二
者
が
あ
る
。

口
縁
端
部
は

一
応
に
外
面
に
面
を
も
た
せ
て
平
坦

に
す
る
が
、
八

・
九
は
か
な
り

シ
ャ
ー
プ
な
仕
上
げ
と
な
る
。
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甕
お
よ
び
壷

の
体
部
片
は
、
平
行
叩
き
目
を
残
し
、

一
部
の
も
の
は
そ
の
上
に

ナ
デ
に
よ
る
螺
旋

(平
行
)
文
を
巡
ら
す
も
の
が
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
内
面

は
丁
寧
な
ナ
デ
消
し
を
施
す
。

器
台

い
ず
れ
も
高
杯
形
器
台
で
あ
る
。
深
目
の
杯
部
を
有
し
、
底
部
か
ら

丸
み
を
も
ち
な
が
ら
延
び
て
、
口
縁
部

が
緩
く
外
反
す
る
。
杯
部
上
半
に
は
、
二

本

一
組

の
凸
帯
を
二
条
配
し
、
そ
の
中

と
上
方

の
口
縁
部
に
か
け
て
波
状
文
を
巡

ら
し
て
い
る
。
二
条
の
波
状
文
を
配
す

る
も
の
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が

一
条
で

あ
る
。
波
状
文
は
概
し
て
丁
寧
に
施
す
。
凸
帯
は
太
く
丸
く
作
り
出
し
、
口
縁
端

部
は
甕
と
同
様
に
面
を
も
た
せ
る
が
、
端
面
は
わ
ず
か
に
凹
む
。
杯
部
外
面
に
は

平
行
叩
き
目
が
残
り
、
内
面
は
丁
寧

に
ナ
デ
消
す
。
脚
部
片
は
不
明
で
あ
る
。

そ
の
他
、
甕
ま
た
は
器
台
と
考
え
ら
れ
る
破
片
の
外
面
に
、
櫛
描
直
線
文
と
波

状
文
を
連
続
し
て
施
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
他
に
類
例
を
み
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
大
蓮
寺
窯
跡
の
遺
構
と
遺
物
の
報
告
、
な
ら
び
に
東
北
地
方

の
須
恵

器
生
産
と
初
期
須
恵
器
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
渡
邊
泰
伸
氏
が
詳
細
に
検
討
し
て

　ヨ
　

い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
蓮
寺
窯
跡

は
T
K
二

一
六
型
式

(O
N
四
六
段
階
)

に
属
し
、
畿
内
に
お
け
る
初
期
須
恵
器
編
年
と
対
比
出
来
る
と
す
る
。
そ
し
て
、

そ
の
後
に
続
く
窯
と
し
て
、
仙
台
市
金
山
窯
跡
、
埴
輪
窯

の
富
沢
窯
跡
、
お
よ
び
、

福
島
県
泉
崎
窯
跡
が
あ
る
と
す
る
。
ま

た
、
大
蓮
寺
窯
跡
の
場
合
、
甕
の
外
面
に

ナ
デ
に
よ
る
螺
旋
文
を
巡
ら
す
の
が
特
徴

で
、

こ
れ
は
大
蓮
寺
窯
跡
を
は
じ
め
と

し
て
、
福
島
県
泉
崎
窯
跡
や
多
量
の
初
期
須
恵
器
を
出
土
し
た
福
島
県
南
山
田
遺

跡
に
も
見
ら
れ
る
と
し
て
、
こ
の
地
方
の
須
恵
器
の
系
譜
を
考
え
る
場
合
、
同
様

な
特
徴
を
有
す
る
東
海
地
方
の
東
山
窯
跡
群
や
埼
玉
県
桜
山
窯
跡
群
を
考
慮
す
る

必
要
性
を
説
い
て
い
る
。

一
方
、
大
蓮
寺
窯
跡
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
中
村
浩
氏
が
詳
細
に
検
討
し
て
い

る
。
氏
は
、
大
蓮
寺
窯
跡
の
遺
物
の
観
察
を
通
し
て
、
陶
邑
窯
の
形
態
的
変
遷
の

中

で
時
期
的
な
位
置
付
け
を
行

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
お
お
む
ね
陶
邑
窯
に
お
け
る

「
1
型
式
二
～
三
段
階
」

に
な
る
と
し
な
が
ら
も
、
系
譜
に
関
し
て
は

「
大
蓮
寺

窯

の
須
恵
器
生
産
技
術
が
直
接
畿
内
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
確

証
は
比
較
的
少
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
直
接
的
に
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
え
ら
れ
た

　る
　

可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
も
の
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
後
の
論
及

で
も
、

「少
な
く
と
も
陶
邑
窯
と
は
異
な
る
系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は

想
像
さ
れ
る
。
と
く
に
陶
邑
窯
と
異
な
る
意
匠
の
叩
き
目
の
存
在
は
留
意
す
べ
き

　　
　

で
あ
ろ
う
」
と
し
て
、
壷

・
甕

の
外
面
に
残
る
螺
旋
に
巡
る
ナ
デ
の
手
法
を
根
拠

に
し
て
、
陶
邑
窯
と
は
異
な
る
系
譜
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

さ
ら
に
、
詳
細
な
事
象
を
示
し
て
い
な
い
が
、
各
地
で
相
次
い
で
見

つ
か

っ
て

い
る
初
期
須
恵
器

の
窯
跡
は
、

「
お
の
お
の
の
地
域
に
渡
来
し
た
、
あ
る
い
は
渡

来
さ
せ
ら
れ
た
技
術
者

に
よ

っ
て
生
産
が
行
わ
れ
、
あ
る
い
は
行
わ
さ
せ
ら
れ
た
」

と
し
て
い
る
。
そ
の
製
品
は
、
彼
ら
の
故
郷

の
も
の
と
近
似
す
る
の
は
当
然
で
あ

り
、

「
日
本

で
の
製
品
の
知
識
が
あ
れ
ば
お
の
ず
と
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、

ま
た
発
注
者
か
ら
要
望
さ
れ
れ
ば
当
然
そ
れ
に
沿
う
だ
け
の
技
術
的
水
準
に
は
あ
っ

　　
　

た
」
と
し
て
、

い
わ
ゆ
る
地
方
窯
の
成
立
を

「多
系
譜
」

で
捉
え
よ
う
と
し
て
い

一28一
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る
。ま

た
、
斉
藤
孝
正
氏
も
同
様
に
、
凹
線
文
と
の
関
係
か
ら
、
愛
知
県
東
山

=

一
号
窯
跡
と
大
蓮
寺
窯
跡
と
の
密
接
な
関
係
を
説
き
、
陶
邑
窯
と
は
異
な
る
系
譜

　　
　

の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

以
上
が
大
蓮
寺
窯
跡
に
関
し
て
系
譜
的
な
問
題
を
論
じ
て
い
る
代
表
的
な
も
の

で
あ
る
が
、
特
に
注
目
し
て
い
る
点
は
壷

・
甕
の
外
面
に
残
る
螺
旋
文
と
い
え
よ

う
。
前
出
し
た
拙
稿
で
も
述
べ
た
よ
う

に
、
こ
う
し
た
工
人
の
系
譜
の
違
い
と
い
っ

た
問
題
は
、
須
恵
器
生
産
の
部
門
に
限
ら
ず
、
古
墳
時
代
の
文
物

・
技
術

の
導
入

の
あ
り
方
や
、
対
外
交
渉
史
を
組
み
立

て
る
上
で
重
要
な
課
題
と
い
え
よ
う
。
特

に
大
蓮
寺
窯
跡
の
場
合
、
当
窯
跡
が
東
北
地
方
に
存
在
す
る
点
は
非
常
に
重
要
で
、

渡
来
文
化

の
直
接
的
受
容
の
有
無
等
は
明
確
に
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
し
、
そ
の

あ
り
方
と
導
入
経
路
、
ま
た
在
地
勢
力
と
中
央
権
力
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
、
古

墳
時
代
の
社
会
構
造
の
組
み
立
て
る
上

で
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

二
、
陶
邑
窯
と
の
共
通
点

確
か
に
大
蓮
寺
窯
跡
に
見
ら
れ
る
ナ
デ
に
よ
る
螺
旋
文
は
、
陶
邑
窯
で
は
顕
著

と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
結
論
的
に
言
え
ば
、
こ
の
螺
旋
文
は
近
年
注
目
を
集

め
て
い
る
大
阪
府
大
庭
寺
遺
跡
で
沈
線

・
凹
線
に
よ
る
も
の
が
多
少
検
出
さ
れ
て

お
り
、
大
蓮
寺
窯
跡
と
の
時
間
的
な
幅

は
存
在
す
る
も
の
の
、
あ
な
が
ち
否
定
材

料
に
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
他
の
器
形

・
技
法
に

つ
い
て
も
共
通
性
を
認
め
る
も

の
も
多
い
。
こ
の
点
は
中
村
氏
も
詳
細
に
報
じ
、
陶
邑
窯
と
の
比
較
で
時
期
を
与

え
て
お
り
、
そ
の
大
筋
で
は
筆
者
も
異
論
は
な
い
。
以
下
、
氏
の
報
文
と
重
複
す

る
部
分
も
あ
る
が
、
陶
邑
窯
と
の
共
通
性
を
述
べ
、
大
蓮
寺
窯
跡
の
系
譜
の
問
題

に
つ
い
て
論
を
す
す
め
て
い
き
た
い
。

大
蓮
寺
窯
跡
出
土
の
須
恵
器
で
、
ま
ず
良
好
な
資
料
に
器
台
が
あ
る
。
杯
部
の

み
の
出
土
で
あ
る
が
、
深
め
の
体
部
と
複
雑
で
な
い
面
を
も

つ
口
縁
部
は
、
T
K

二
〇
八
型
式
に
類
似
す
る

(図
三
-
二
四
)
。
大
蓮
寺
窯
跡
の
口
縁
端
部
は
、
端

面
を
や
や
凹
ま
せ
て
い
る
が
、
こ
の
特
徴
は
、
図
三
-
一
ご
二
か
ら
二
四

へ
の
変
化

段
階
と
し
て
考
え
る
と
理
解
で
き
る
。
こ
の
点
は
、
壷

・
甕
の
口
縁
部
で
も
同
様

で
あ
る
。
体
部
の
凸
帯
を
太
く
突
出
さ
せ
る
点
は
、
T
K
七
三
か
ら
T
K
二

一
六

型
式
ま
で
の
特
徴
で
あ
り
、
手
法
的
に
は
共
通
し
て
い
る
。
次
の
段
階
で
あ
る
T

K
二
〇
八
型
式

(
二
四
)
で
は
、
完
全
に
鋭
い
凸
帯
に
な
る
。
大
蓮
寺
窯
跡
は
か

な
り
太
く
仕
上
げ
て
い
る
点
か
ら
、
こ
の
部
分
だ
け
を
取
り
上
げ
れ
ば
T
K
二

一

六
型
式
に
近
い
特
徴
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
全
体
的
に
は
口
縁
部
の
特
徴
か

ら
判
断
し
て
、
T
K
二

一
六
型
式
よ
り
も
新
し
い
傾
向
を
備
え
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

次
に
無
蓋
高
杯
に
つ
い
て
み
る
と
、
杯
部
は
深
め
の
均
整
の
と
れ
た
形
態
で
あ

り
、
文
様
帯
を
区
画
す
る
凸
帯
は
、
器
台
と
同
様
に
太
く
突
出
す
る
の
が
特
徴
で

あ
る
。
杯
部
が
箱
形
に
近
く
な
る
形
態
は
、
陶
邑
窯
で
は
T
K
二
〇
八
型
式
に
完

成
す
る
が
、
大
蓮
寺
窯

の
場
合
は
全
体
的
に
丸
み
を
も

つ
曲
線
で
構
成
さ
れ
る
点

と
、
凸
帯
の
施
し
方
が
T
K
二
〇
八
型
式
の
鋭
く
す
る
点
か
ら
判
断
し
て
、
T
K

一30一
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二
〇
八
型
式
よ
り
も
先
行
し
、
T
K
二

一
六
型
式
よ
り
は
遡
ら
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
脚
部

の
端
部
を
玉
縁
状
に
、
丸
く
仕
上
げ
る
手
法
は
、
T
K
二

一
六

・
二
〇

八
両
型
式

に
あ
り
、
か
な
り
高
い
類
似
性
を
も

つ
。
ま
た
、
大
蓮
寺
窯
跡
の
脚
部

の
透
し
は
、
脚
部
片
の
痕
跡
で
は

(六
)
四
方
透
か
し
と
な
る
が
、
杯
部

(五
)

の
在
り
方
で
は
三
方
に
な
り
、
T
K
二

一
六
型
式
よ
り
も
新
し
い
傾
向
を
も

つ
と

い
え
よ
う
。

甕
は
、
大
蓮
寺
窯
の
場
合
、
口
縁
端
部

に
面
を
も
た
せ
、
端
部
の
や
や
下
方
に

凸
帯
が
巡
る
。
T
K
二

一
六
型
式

で
も

同
様
な
特
徴
を
有
す
る
も
の
も
あ
る
が

(
一
九

・
二
〇
)
、
明
瞭
な
面
を
作
り
出
す
の
は
T
K
二
〇
八
型
式
か
ら
顕
著
に

な

っ
て
く
る
。
大
蓮
寺
窯
跡
の
八

・
九
は
シ
ャ
ー
プ
に
面
を
作
る
特
徴
を
も
ち
、

T
K
二
〇
八
型
式
に
共
通
す
る
。
ま
た
、
凸
帯
も
器
台

・
高
杯
と
同
様
に
太
く
突

出
す
る
も
の
と
、
口
縁
端
部

に
見
ら
れ
た
シ
ャ
ー
プ
さ
を
そ
な
え
る
も

の
の
二
者

が
あ
る
が
、
T
K
二
〇
八
型
式
よ
り
は

シ
ャ
ー
プ
さ
に
欠
け
る
点
か
ら
、
前
段
階

の
可
能
性
が
高
い
。

醒
に
つ
い
て
み
よ
う
。
完
形
品
の
醒

は
直
接
の
発
掘
品
で
は
な
い
が
、
特
徴
的

に
は
調
査
出
土
品
と
手
法

・
焼
成
の
点

で
類
似
し
て
い
る
。
形
態
的
に
は

「玉
葱
」

形
の
体
部
に
口
頸
部
を

つ
け
る
。
初
期

の
醒
は
頸
部
が
よ
く
し
ま
り
、

口
縁
部
が

肥
大
せ
ず
に
お
さ
ま
る
の
に
対
し
て
、
新
し
く
な
る
と
口
頸
部
が
徐

々
に
広
が

っ

て
い
く
傾
向
が
あ
る
。
T
K
二
〇
八
型
式

(
一
五
)

で
は
、
肩
部
の
張
り
が
か
な

り
き

つ
く
な
る
が
、
前
段
階
で
は
な
で
肩
状
に
仕
上
げ
る
。

一
四
の
肩
部

・
胴
部

と
も
張
ら
な
い
形
態
に
か
な
り
類
似
す

る
。

口
縁
部
と
頸
部
を
分
け
る
稜
線
お
よ

び
口
縁
端
部
は
、
太
く
鈍
く
す
る
も
の
と
、
や
や
鋭
く
仕
上
げ
る
も
の
の
二
者
が

あ
る
が
、
T
K
二
〇
八
型
式
よ
り
も
シ
ャ
ー
プ
さ
が
な
い
点
は
、
他
の
器
形
と
同

様
に
T
K
二
〇
八
型
式
ま
で
は
下
が
ら
ず
、
そ
の
前
段
階

に
な
る
可
能
性
が
強
い
。

壷
に

つ
い
て
は
、
両
者
を
比
較
す
る
良
好
な
資
料
を
提
示
で
き
な
い
。
し
か
し
、

量
的
に
は
少
な
い
も
の
の
、
こ
の
器
形
自
体
は
陶
邑
窯

に
も
存
在
し
て
い
る
。
口

縁
端
部

・
稜
線

の
特
徴
は
甕
類
に
準
じ
て
お
り
、
T
K
二

一
六
型
式
か
ら
T
K
二

〇
八
型
式

に
か
け
て
の
特
徴
と
共
通
す
る
。

三
、
大
蓮
寺
窯
跡
の
位
置
付
け

大
蓮
寺
窯
跡
の
特
徴
と
し
て
は
、
甕

・
器
台
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

口
縁
端
部

に
面
を
も

つ
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
こ
と
。
凸
帯

・
稜
線
は
太
く
て
鈍
く
、
よ
く
突

出
す
る
古
相
の
も
の
が
主
流
で
あ
る

一
方
、
明
確
に
シ
ャ
ー
プ
に
仕
上
げ
る
も
の

も
存
在
し
、
陶
邑
窯
で
の
古
相
と
新
相
の
手
法
の
特
徴
が
共
存
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
う
し
た
点
お
よ
び
形
態
上
の
特
徴
は
、
多
少
部
位
ご
と
に
お
い
て
差
が

あ
る
も
の
も
存
在
す
る
が
、
前
節

で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
大
蓮
寺
窯
跡
と
陶
邑

窯
と
は
か
な
り
の
共
通
性
を
も

っ
て
い
る
こ
と
が
解
る
。

時
期
的
に
は
陶
邑
窯

の
T
K
一
二

六
型
式
に
類
似
し
、
各
器
形
に
お
い
て
鋭
さ

と
端
部
に
面
を
構
成
し
い
る
点
を
考
慮
す
る
と
、
T
K
二

一
六
型
式
で
も
新
相
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
直
線
的
な
シ
ャ
ー
プ
な
面
や
、
鋭
く
細
く
突
出
さ
せ
る
凸
帯

・

稜
線
な
ど
の
T
K
二
〇
八
型
式
の
手
法
の
特
徴
は
ほ
と
ん
ど
も
た
な
い
点
、
加
え

一32一



て
形
態
的
な
特
徴
か
ら
、
田
辺
氏
の
言

う
O
N
四
六
段
階
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ

　　
　

る
。

こ
の
点
は
田
辺
氏
も
指
摘
し
て
お
り
、
筆
者
も
同
様
に
T
K
二
〇
八
型
式
の

前
段
階

(O
N
四
六
段
階
)
で
相
違
な
い
と
判
断
す
る
。

ま
た
、
重
要
な
こ
と
は
、
陶
邑
窯
の
中
で
変
化
し
た
要
素
と
共
通
し
て
い
る
こ

と
、
言

い
換
え
れ
ば
須
恵
器
生
産
が
日
本
で
開
始

・
定
着
し
た
後
の
段
階
の
も
の

と
類
似
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
点
が
系
譜
論
を
い
う
場
合
に
は
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
、
直
接
的
に
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
来
し
た
工
人
に
よ

っ
て
成
立
し
た
場

合
に
は
、
北
部
九
州
の
窯
跡
群
や

一
須
賀
二
号
窯
跡

・
吹
田
三
二
号
窯
跡
の
様
に
、

陶
邑
窯

で
の
変
化
と
は
関
係
な
く
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
点
は
、
前
出

の
拙
稿
で
詳
し
く
述

べ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
詳
細

に
は
触
れ
な

い
が
、
日
本

で

一
定
期
間
経
過
し
た
段
階
の
も
の
と
共
通
す
る
点
は
、
直
接
的
に

朝
鮮
半
島
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
陶
邑
窯
を
含
め

た
国
内
か
ら
の
影
響
が
強

い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
技
術
的
に
は

直
接
渡
来
し
た
工
人
が
日
本

の
製
品
を
見
て
、
あ
る
い
は
在
地
豪
族
の
依
頼
等
に

よ

っ
て
製
作
し
た
こ
と
も
予
想
は
で
き
る
が
、
形
態
や
端
部
等
の
特
徴
、
さ
ら
に

文
様

・
技
法
等
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
の
要
素
を
満
た
し
た
こ
と

に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
製
品
の
中
に
も
、
故
郷
の
製
品

・

手
法
が
含
ま
れ
る
可
能
性
も
充
分
あ
り
、
現
段
階
で
は
肯
定
的
な
立
場
は
と
れ
な

い
。も

ち
ろ
ん
す
べ
て
の
面

で
共
通
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
甕

・
器
台
な
ど
の
よ

う
に
、
口
縁
端
部

に
面
を
作
る
新
相
の
傾
向
が
あ
る

一
方

で
、
T
K
七
三
型
式
か

ら
あ
る
よ
う
な
、
太
く
鈍
く
突
出
す
る
凸
帯
を
備
え
て
い
る
現
象
も
見
ら
れ
る
が
、

総
体
的
な
解
釈
に
お
い
て
は
矛
盾
し
な
い
。
特
に
大
蓮
寺
窯
跡
の
場
合
は
、
壷

・

甕
の
外
面
に
見
ら
れ
た
螺
旋
状

の
ナ
デ
の
文
様
が
陶
邑
窯
に
は
無
い
特
徴
と
し
て

注
目
さ
れ
て
お
り
、
東
海
地
方

・
東
山
窯
跡
群
と
深
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
言
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
点
は
共
通
す
る
要
素
と
し
て
必
ず
し
も
肯
定
で
き
な
い
が
、
前

述
し
た
よ
う
に
、
近
年
陶
邑
窯
内
の
集
落

・
関
連
遺
跡
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い

る
大
庭
寺
遺
跡
か
ら
は
、
螺
旋
状
に
巡
ら
し
た
凹
線
文
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
陶

邑
窯
の
中
で
も
こ
う
し
た
手
法
が
初
期
か
ら
存
在
し
た
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
た

だ
し
、
大
蓮
寺
窯
と
の
連
続
性
に
つ
い
て
は
問
題
が
残
る
。
し
か
し
、
後
の
段
階

で
も
主
流
と
は
い
え
な
い
が
、
甕
の
外
面
に
櫛
描
文
を
螺
旋
状
に
巡
ら
す
例
が
存

在
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
手
法
的
に
は
広
範
囲
に
残

っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、
器
台
に
見
ら
れ
る
形
態
の
特
徴
は
、
必
ず
し
も
東
海
地
方
と
の
関
係
で

論
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
れ
は
、
東
山

一
=

窯
跡
の
器
台
が
口
縁
部
を
極

端

に
直
線
的
に
屈
曲
さ
せ
て
い
る
点
に
対
し
て
、
大
蓮
寺
窯
跡
の
場
合
な
だ
ら
か

に
湾
曲
さ
せ
て
い
る
点
で
あ
る
。
む
し
ろ
前
述
し
た
、
陶
邑
窯
と
の
比
較

・
共
通

性

の
中
で
解
釈
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
大
蓮
寺
窯
跡
の
成
立
が
、
陶
邑
窯
と
は
系
譜
を
異
に
す
る
と
い

う
見
解
は
、
十
分
に
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
大
蓮
寺
窯
跡
に
遡
る
窯
跡
が
今
後
検

出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
に
せ
よ
、
現
段
階
で
の
大
蓮
寺
窯
跡
の
解
釈
と
し
て
は
、
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陶
邑
窯
で
の
変
遷
の
上
で
理
解
で
き
る
点
と
そ
の
共
通
性
か
ら
、
陶
邑
窯
と
の
関

係
が
深
い
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
仮
に
、
陶
邑
窯
以
外
の
国
内
の

系
譜
を
考
え
て
も
、
東
海
地
方
の
螺
旋
状

の
文
様
の
み
で
は
、
積
極
的
な
根
拠
に

は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

お

わ

り

に

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
様
に
、
小
稿

で
は
前
出
の
拙
稿
に
引
き
続
い
て
、
大
蓮

寺
窯
跡
を
中
心
に
初
期
須
恵
器
窯
の
系
譜

の
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
。
特
に
、
大

蓮
寺
窯
跡
の
須
恵
器
が
、
陶
邑
窯
の
変
遷

の
流
れ
の
中
で
正
確
に
据
え
ら
れ
、
共

通
性
を
認
め
る
こ
と
か
ら
、
従
来
言
わ
れ
て
い
た
陶
邑
窯
と
系
譜
を
異
に
す
る
と

い
う
見
解
を
否
定
し
た
。
東
海
地
方
と

の
関
係
に
つ
い
て
も
、
螺
旋
状
の
文
様
は

多
少
関
連
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
手
法

は
初
期
の
陶
邑
窯
で
も
存
在
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
そ
の
他
の
器
形
、
と
り
わ
け
器
台

・
醒

に
お
い
て
は
東
海
地
方
と
の

共
通
性
は
否
定
さ
れ
、
逆
に
陶
邑
窯
と

の
共
通
性
の
方
が
よ
り
信
頼
度
が
高
い
と

判
断
す
る
に
至

っ
た
。

初
期
須
恵
器
の
段
階
の
窯
跡
は
、
近
年
数
多
く
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に

は
、
異
系
譜
の
も
の
も
含
ま
れ
る
が
、

い
わ
ゆ
る

「多
元
論
」
と
し
て
、
す
べ
て

が
総
括
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
今
後
も
他
地
域
に
お
い
て
、
初
期
須
恵

器
の
段
階
の
窯
跡
が
数
多
く
発
見
さ
れ
る
こ
と
は
十
分
に
予
想
で
き
る
が
、
こ
の

時
点
に
お
い
て
も
同
様

の
注
意
を
要
す
る
。
小
稿
は
そ
の
点
を
再
度
確
認
し
て
、

陶
邑
窯
を
含
め
た
須
恵
器
の
共
通
点

・
組
成
を
整
理

・
検
討
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
改
め
て
強
調
し
て
お
き
た
い
。

陶
邑
窯
の
成
立
に

つ
い
て
は
、
各
支
谷
毎

の
須
恵
器
に
多
少
の
形
態
差
を
認
め

る
こ
と
か
ら
、
各
所

で
系
譜

の
違
う
工
人
に
よ

っ
て
、
分
散
的
に
生
産
が
開
始
し

た
と
す
る
見
解
が
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
見
解
と
連
動
し
て
、
地
方

窯
の
生
産
の
ほ
と
ん
ど
が
、
錯
綜
し
て
そ
れ
ぞ
れ
違

っ
た
系
譜
の
元
で
生
産
を
開

　
　
　

始
し
た
と
の
意
見
も
あ
る
。
後
者

の
場
合
は
、
小
稿
で
見
た
よ
う
に
必
ず
し
も
、

す

べ
て
に
妥
当
性
を
も
た
す
こ
と
は
到
底

で
き
な
い
。

さ
ら
に
、
陶
邑
窯

の
成
立
に
つ
い
て
は
、
器
形
毎
に
多
少
の
系
譜
を
違
え
て
い

た
と
の
説
も
出
さ
れ
て
お
り
、
広
い
地
域

の
渡
来
工
人
が
多
人
数
で
集
団
を
形
成

　　
　

し
て
生
産

に
従
事
し
、
器
形
毎
に
系
譜
が
異
な
る
と
言
う
も
の
で
あ
る
。
そ
う
す

る
と
、
各
支
谷
毎

に
複
雑
な
混
沌
と
し
た
状
況
が
出
来
上
が

っ
て
く
る
。
現
状
で

は
必
ず
し
も
そ
う
し
た
状
況
が
明
瞭
に
判
断

で
き
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

こ
う
し
た
陶
邑
窯

の
解
釈
は
、
現
在
調
査
中
の
大
庭
寺
遺
跡
が
重
要
な
鍵
を
握

っ

て
い
る
。
T
K
七
三
号
窯
の
須
恵
器
よ
り
も
、
先
行
す
る
と
み
ら
れ
る

一
群
の
須

恵
器
が
多
量
に
出
土
し
て
お
り
、
付
近
に
窯
跡

の
存
在
す
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ

　む
　

て
い
る
。
さ
ら
に
、
渡
来
人
が
製
作

・
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
軟
質
系
土
器
が

同
時

に
多
量
に
出
土
し
て
お
り
、
直
接
的
に
渡
来
し
た
須
恵
器
工
人
集
団
の
生
産

と
生
活

の
痕
跡
を
残
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
大
庭
寺
遺
跡
で
の
初
期
の
様
相
と
、

T
K
七
三
号
窯
あ
る
い
は
上
代
窯
、
濁
り
池
窯
、
さ
ら
に
は

一
須
賀
二
号
窯
跡

・
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吹
田
三
二
号
窯
跡
な
ど
の
資
料
と
の
比
較

・
検
討
が
急
務
に
な

っ
て
き
た
。
大
庭

寺
遺
跡
か
ら
T
K
七
三
号
窯

・
上
代
窯

・
濁
り
池
窯
等

へ
移
る
過
程
や
経
路

・
地

理
的
条
件
の
確
認
と
、
こ
う
し
た
窯
跡

の
系
譜
の
是
非
の
諸
問
題
と
は
切
り
放
し

て
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
将
来
的

に
提
出
さ
れ
る
調
査
成
果

・
検
討
成
果
を

踏
ま
え
て
、
陶
邑
窯
の
成
立
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
き
た
い
。

[付
記
]
小
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
大
蓮
寺
窯
跡
の
資
料
は
渡
邊
泰
伸

・
結

城
慎

一
氏
の
ご
好
意
に
よ
り
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
有
益
な
ご
助
言
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
申
し
上
げ

ま
す
。
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植
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)
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譜

-
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台
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所
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窯

に
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」

『
大
谷
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子
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学
紀

要
』

第

一
五
号

一
九
八
〇
年
。

(
5
)

(
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)
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)
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)

(
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)

(
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)

(
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中
村

浩

「
須
恵
器
生
産

の
諸
段
階

-
地
方
窯
成
立

に
関
す

る

一
試

考

1
」

『
考

古
学
雑
誌
』

第
六
七
巻
第

一
号

一
九
八

一
年
。

中
村

浩

「
近
畿
地
方

の
須
恵
器
と
陶
質
土
器
」

(

『
陶
質

土
器

の
国

際
交

流
』

柏
童
旦
房
)

一
九
八
九
年
。

斉
藤
孝
正

「猿
投

窯
成
立
期

の
様
相
」

『
名
古
屋

大
学

文
学

部
論

集
」

L
X

X
X

W

史
学

二
九

一
九
八
三
年
。

田
辺
略

三

『
須
恵

器
大
成
』
角
川
書
店

一
九
八

一
年
。

中
村

浩

前
掲

註

(
5
)
。

酒
井
清
治

「陶
質

土
器
と
初
期
須
恵
器
」

『
季
刊

考

古
学

」

第

三
三
号

一
九

九
〇
年
。

財
団
法
人

大
阪
府
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蔵
文
化
財
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会

に
よ

っ
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調
査
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。

冨

加
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・
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井

和
幸

・
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和
之

・
岡
戸
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紀
氏

の
ご
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示

に
よ
る
。

記

し

て
謝
意

を
申

し
上

げ

ま
す
。
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